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答え：３ 

１周３６０度だから、距離ｄは地球の周囲の長さＬのａ／３６０。 

よって d
a

L ×=
360

：単なる比例の問題と考えれば良い。 



 

 

答え：４ 

地球の形は赤道半径が極半径より約 20km大きい回転楕円体。よって赤道の長さは子午線の

長さより長い（http://wwwsoc.nii.ac.jp/geod-soc/web-text/part2/2-1/2-1-1.html） 

 

 

答え：４ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/geod-soc/web-text/part2/2-1/2-1-1.html


地球は自転しているため、「重力」は、「引力」と「遠心力」を合わせた力になる。遠心

力は赤道上で最大になる。ベクトルの和を考えれば、引力が同じ場合、遠心力が大きけれ

ば重力が小さくなるのが直感的にわかる。 

 

（http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/gravity/gravity_exp.html）  

 

 



北極で５０ｋｇだった人が、「同じ計り」に赤道上で乗ると、５０ｋｇの約０．５％減った

ように計られる。ものが「金」の場合だったら大きな損をしてしまうかもしれない。そこ

で、この様にものを計る場合（計る道具）には、場所による重力の補正をしている。

（http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/gravity/gravity_val2.htmlより） 

 

 

答え：１ 

レーマン面：外核と内核の境界。内核は固体。外核は液体。 

地震の観測網が整備されていくと、これまでは地震波（P 波、S波）はまったく届かないと

思われていた地震波の影（シャドーゾーン）にも、弱い地震が観測されるようになった。

そこで、デンマークの地震学者レーマンは、核の内部にも不連続面があり、そこを境にし

て急に地震波の伝わる速さが速くなると考えた。この地表からの深さ 5100kmに存在する不

連続面をレーマン面ということがある。このレーマン面で地震波は、グーテンベルグ面と

逆の屈折をして、地震波の影（シャドーゾーン）に出る経路をとるのである（下の緑色の

経路）。（http://www.s-yamaga.jp/nanimono/chikyu/chikyunokozo-02.htm より）  

よって答えは「速い」と「上」 

 



 

 

 

答え：２ 

核について：外核は液体でＳ波は伝わらない。内核は鉄やニッケルの固体。内核は外核よ

り密度が大きい。地球深部には地球が誕生した時の熱が残っている。  

 

 

 



 

答え：３ 

問題では、半径が地球の中心で０になっているので注意。内核と外核の境界は

6400-5100=1300。外核とマントルは 6400-2900=3500．よって３がもっともらしい。 

地球の層構造。 

 

 



 

 

 

答え：３ 



問題の表１から花崗岩に含まれる鉱物は、石英（800）、カリ長石（850）、斜長石（1150）、

黒雲母（900）。図 1 より、晶出温度を読み取る。鉱物は冷えながら出てくるので、晶出温

度が高いものから順番に出てくる。 

 

 

 

答え：１ 

結晶は、先に出てくるものがちゃんとした形をしている。あとの方が邪魔をされて、形作

れない。よって、かんらん石は一番最初に出てくるからちゃんとした形が多い。また体積％

が最小（たぶんＸ）。斑れい岩は、斜長石が半分以上を占めているので、半分以上を占める

鉱物があるのはＡ。 



 

 

 

答え：４ 



多形とは、化学組成が同じで結晶構造（密度）が違う。 

 

 

答え：３ 

紅柱石が珪線石になるのはグラフから温度・圧力ともに上昇したとき。 

 



 

 

答え：２ 

軽石の穴はマグマに含まれている水蒸気などのガス成分が抜けた跡。 



 

答え：２ 

１、３、４はいずれもマグマの粘性が低くさらさらと流れる噴火。 

多量の軽石や火山灰を噴出する火山噴火の場合、噴煙が成層圏まで達するような爆発的な

噴火で、カルデラを作ることがある。 これはマグマの粘性が高いので爆発的な噴火をする。 

 

 

 



 

 

答え：３ 

1. Ａで砂岩と泥岩。マンモス→新生代  

2. Ｂで泥岩。凝灰岩層を挟む。ビカリヤ→第三紀中新世  

3. Ｃで砂岩。放散虫、有孔虫→海で堆積  

4. Ｄは石灰岩。大理石。クサリサンゴ、ウミユリ→古生代  

5. Ｅは砂岩と泥岩。クビナガリュウ→中生代  

よって上より答えは３．  

 



 

答え：４ 

Ｂ層を見ると西に向かって下がっている。凝灰岩は南北に伸びている。B層と平行。ゆえに

B層の走向は南北、傾斜は西へ向かって下がっているので西。 

 

答え：４ 

花崗岩の礫を含むためには、花崗岩より後で堆積する必要がある。石灰岩が熱変成を受け

ているのは花崗岩が後から貫入したと考える。よってＤ層は可能性がない。 

 



 
答え：１ 

 

層の連なりから矢印が川の流れの向き。がけは南向きだから東から西へ川が流れる。  

 

 



 

 



 

答え：３ 

ペルム紀末は２-３億年の間。よってＲ。 

 

 



 

答え：２ 

ペルム紀の出来事：パンゲアという超大陸ができた。ゴンドワナ植物群。海ではフズリナ。  

縞状鉄鉱層（ＢＩＦ）は先カンブリア紀の海底に堆積した酸化鉄を主体とする堆積鉱床で

ある。 よってペルム紀でないのは２． 

 

 

 

 



 

答え：４ 

海水中の主なイオン（海水１ｋｇ当たり） 

塩化物(Cl-) 19.4 g 

ナトリウム(Na+) 10.8g 

硫酸(SO4
2-) 2.7g 

マグネシウム(Mg2+) 1.3g 

カルシウム(Ca2+) 0.4g 

カリウム(K+) 0.4g 

炭酸水素(HCO3
-) 0.1g 

 

答え：２ 

海水の塩分は世界の海で平均すると 35‰（1kg の海水中に 35g）。亜熱帯では一般にこの値



より高い。 

 

 

 

答え：３ 



Ａは温暖前線、Ｂは寒冷前線。よって、Ｂが通過すると北寄りの風。温暖前線は寒気の上

に暖気が滑り上がって行く。一方、寒冷前線は、暖気の下に寒気が潜り込んでいく。よっ

て積乱雲が出来やすいのは寒冷前線。寒冷前線が温暖前線に追いつくことはよくある。 

＊＊＊ 

温帯低気圧の構造 

日本列島がある中緯度では通常低気圧と言えば温帯低気圧をさしています。この温帯低気

圧は上空の偏西風に流され原則的に西から東移動します。下の図は温帯低気圧の構造を模

式図にしたものです。 

 

基本的には温帯低気圧の中心の前面には温暖前線が後面には寒冷前線があります。温帯低

気圧では前線の南側には暖気があり南西よりの風が吹いており、北側には寒気があり後面

では北西の風が吹いています。下の断面図では温暖前線の前面では寒気の上に暖気が乗り

上げ滑りながら上昇しています（滑昇）。ここに上昇流が発生し雲（層状雲）が出来て雨

（地雨）が降っています。寒冷前線付近とその前面では暖気の下に寒気が潜り込み激しい

上昇流のために雲（対流雲）が発生し短時間に強い雨（しゅう雨）が降っています。この



様に低気圧の周辺では上昇流があり雲が発生して雨が降っています。低気圧が接近すると

天気が悪くなると言われるのはこのためです。 

http://www.eonet.ne.jp/~aijiro/ontaiteikiatu.html 

 

答え：６ 

地上の風を考えると、コリオリ力は気圧の高い方へ向く。よって東側で気圧が高いのはＺ。

気圧傾度力は高い方から低い方に働く。よって南側の気圧が低いのはＹ。 

 



 

風はコリオリ力の影響を受けて北半球では右に曲げられ最終的には等圧線に対して平行に

吹く事になります。これを、地衡風（ちこうふう）と呼んでいます。地上の摩擦の影響を

受けない上空（自由大気）では風は等圧線に平行に吹いています。後に出てくる高層天気

図では基本となっています。 

http://www.eonet.ne.jp/~aijiro/koriori2.html 

 

 

答え：１ 

2 つの位置関係を考える。同じ速さで進んでいるのだから、ともに同じ距離を保って移動。

低気圧は西から東へ移動するから低気圧の中心は、気圧の谷がＺにある時、12時－3時＝9

時間で、9 時間分東に居ることになる。低気圧の中心から気圧の谷を見るから西にある。

15m/s で進むと言う事は、9時間＝60秒×60分×9＝32400秒。ゆえに水平距離は 15m×32400



＝486000ｍ＝486km（計算しなくても 0.015km×32400s は 50km 付近の値ではないことは解

るので、答えは１） 

 

 

 

答え：４ 

下線ｂより 7月は 4月より風邪が弱まる。→２または４と予想される。春から夏で南風（＋）

か北風（－）かの選択。夏は南風ということで４． 



 

 

 

答え：２ 

水素からヘリウムが生じるのは核融合。太陽の寿命は 100億年。 

 



答え：１ 

原始星：自らの重力によって収縮し温度が高くなって輝く。 

主系列星：原始星が収縮し、中心温度が上がって核融合が始まる。安定した星。 

赤色巨星：核融合が進んでヘリウムが増加し、ヘリウムの核が出来る。水素の核融合がヘ

リウムの核の外側で起きるようになる。質量の大きな恒星は外側が膨張し、中心部が収縮

して赤色巨星になる。 

白色矮星：太陽の半分以下の質量の小さい恒星は途中で核反応が止まり、収縮する。 

 



 

答え：３ 

遠くの銀河ほど後退速度が大きいが、球状星団は銀河ではない。 

大マゼラン雲は不規則銀河。アンドロメダ銀河は渦巻き銀河。 

銀河系は銀河群の中心と言うわけではない。 

銀河系の構造 

 

http://www.kahaku.go.jp/exhibitions/vm/resource/tenmon/space/galaxy/galaxy02.htm

l 

http://www.kahaku.go.jp/exhibitions/vm/resource/tenmon/space/galaxy/galaxy02.html
http://www.kahaku.go.jp/exhibitions/vm/resource/tenmon/space/galaxy/galaxy02.html


 

 

答え：３ 

星間物質は水素 92%、ヘリウム 8% 

鉄などの重元素：超新星爆発を起こすような重い星の中で作られる。 

 

 

答え：２ 

Ａの後退速度が 4000km/s、Ｂの後退速度が 6000km/s。ＡとＢは同じ方向にある。地球から

遠いほど速いから、Ｂの方が遠い。ゆえにＢはＡから 2000km/sの速さで遠ざかることにな

る。 



 

答え：３ 

1 億光年の距離にあるものが 2000km/s で遠ざかる。ＣとＤは 60 度離れていて、それぞれ

2000km/s と 4000km/sの後退速度。と、いうことは赤い線が距離なので１：２：√３だから、

2000km/s が 1億光年として、×1.732億光年。 

 

 



 


